地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホームはなんばの里
施設種類：　　　　　　　　・小規模多機能型居宅介護施設（該当に○）
日　　時：令和６年７月２４日　　　　１４時～１５時
会　　場：グループホームはなんばの里
	利用者代表
	０人
	有識者
	０人

	利用者家族
	２人
	高齢者あんしん支援センター職員
	０人

	地域住民の代表
	１人
	出雲市職員
	１人

	その他（施設長、やまびこユニットリーダー）
	２人


出席者
（人数）
　　　　　　
　　　　　　　
（議題）
１．利用者状況報告
２．活動状況報告
３．今後の行事予定について
４．身体拘束等適正化について
（報告・説明事項）※グループホームはなんばの里に関するもの
	利用者の状況報告
	・現入所者数、申込者数、入退所状況、入所者状況、（性別、介護度、年齢）
※前回運営推進会議以降入退所なし

	活動状況報告
	・5月～6月に実施した主な行事・活動の報告
〔かたら団子作り・誕生会〕

	今後の行事予定に
ついて
	・はなんばの里夏祭り（8月2日）、敬老会（9月10日）、おはぎ作り（9月18日）、消防避難訓練（9月25日）

	身体拘束等適正化委員会の設置について
	・身体拘束等の状況報告（身体拘束等廃止委員会（詰所会議）からの報告）


●議題1～3（利用者状況・活動状況・今後の行事予定）
（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）
〇　地域住民の代表より
　　待機者数が３名とありますが、おおよそどれ位の期間待ってからの入所となりますか。
⇒　施設より
　　基本的に退所されてからの受け入れとなりますので、どのくらいという期間は一概に言えません。申し込み順というわけではなく、独居や老々介護、措置など緊急性の高い順に受け入れをしています。
〇　家族代表より
　　施設側から利用者に退所してもらうことはありますか。
⇒　施設より
　　こちらから退所のお願いをすることはありませんが、他の利用者に暴力を与えたり、命を奪うような自傷行為など職員の対応だけではどうすることもできない場合には退所のお願いをすることもあるかもしれません。その前に精神科を受診したり、そちらに転院のサポートをしたりします。基本的には他者への暴力、自傷行為のある方については受け入れが出来かねるということを入所にあたり事前にご家族等に説明しています。
〇　家族の代表より
　　行事予定の中で９月に消防避難訓練とありますが、どんな訓練をしますか。
⇒　施設より
　　コロナが５類になってからは消防署の職員の見守りのもと火災を想定した避難誘導訓練をしています。また、水消火器を使用し初期消火に備えた訓練をしています。訓練後には設備点検も行ってもらっています。消防職員や設備点検業者の方に避難誘導に関するアドバイスや最新の情報をいただき、次回の訓練に備えています。
●議題4（身体拘束等適正化について）
○　施設より身体拘束廃止委員会（詰所会議）の報告
・身体拘束廃止委員会（詰所会議）から別紙のとおり身体的拘束等の状況報告を行った。
　報告に対する質問・意見・要望等はなし。
別紙
	■身体拘束の状況 ： 緊急やむを得ない場合を含め、全く行っていない。
■教育・研修等の開催 ： 令和５年９月１３日以降行っていない。今年度は９月と３月に行う予定
■日常的ケアに対する取り組みと見直し ： 毎月、各ユニットで高齢者虐待、不適切なケアについて話し合いの場を持ち、翌月の月目標として挙げ取り組んでいる。また、詰所会議にて各ユニットで挙がった日常的ケアに対する見直しを基に日々のケアを全職員で振り返り、適切なケアへと繋げていくようにしている。
インターネットで検索した事例をもとに話し合いの機会を持った。
（事例）利用者が質問すると「何度も言ったでしょ」とそっけない返事をする。　
●何故そうしたのだろう？　
・他の利用者の対応に追われていたのではないか。
・その職員は認知症の中核症状に理解が乏しいのかもしれない。
・本人に伝わらないことにイライラしたのではないか。
・何回も訊いてくるため煩わしくなったのではないか。
・何度も訊かれ気が立っていたのではないか。
・心身ともに疲れていたのではないか。
●私ならこうする（目標）
・嫌な顔をせずに対応する。
・言われる内容にもよるが、初めて訊いたように同じ答えを返す。
・初めて訊いたように傾聴したり、本人が納得するように返事をする。
・その人なりの考えを理解する。
・イライラしないように心身のリフレッシュを心掛けておく。
●目標達成度（振り返り）
・まったく同じような場面ではないが、寄り添い対応できた。
・違う場面で一呼吸おいて対応するように心がけた。　　
実際に何度も同じことを訴えられるご利用様もいらっしゃいます。その方にとっては、訴えたその時が「初めて」と思っていらっしゃる場合が大概です。そして、不安が大きい時に何度も訴えられます。時間帯によってはゆっくり関わることが難しいこともありますが、できる限りご本人の訴えをよく窺い、安心できる環境を整えていくことが大切だと感じます。


〇　地域住民の代表より
　　他の施設で勤務していますが、利用者が夜遅くに起きて何度も同じことを言われたり、夕方になると「帰る。帰る。」と繰り返される方もおられ大変だなぁと感じて見ています。職員さんがおしぼり巻きなどの手伝いをさせて落ち着かせている様子もありました。
⇒　施設より
　　夕方になると夕暮れ症候群が顕著に表れ、帰宅に対する思いが強くなる方も多くいらっしゃいます。丁度職員数が少ない時間帯となる為、十分な対応ができない場合もあります。音楽を聞きながら一緒に歌ったりなどしますが、個別の対応が難しいです。洗濯物をハンガーに引っ掛けてもらったり外したり、洗濯物を畳んでいただくとご自分の役割として黙々と行っていらっしゃいます。そのほかにもゴミ出しや献立書きなどをご自分の役割として捉え行っておられます。認知症になると何も出来なくなるという事ではなく、認知症であったとしてもまだ残されている能力を私たちが十分に引き出し、ご本人の自信に繋げていけるようにしていきたいと思っています。
〇　施設より
　　資料に記載した認知症の中核症状について説明。認知症になれば中核症状は必ずと言って良いほど出現します。事例のようにさっき言ったこと、行ったことを忘れてしまい何度も訴えてしまうのも中核症状の一例です。これを放っておいたり不適切だと感じるような対応を続けていると周辺症状（BPSD）と言われる症状が出現します。これは誰にでも起こりうるものではなく、そのご利用者の置かれている環境に大きく左右されます。建物や灯りなども本人を取り巻く環境の一つですが、ご本人に関わる私たちも人的環境として大きな影響を与えます。私たち介護職員は、この周辺症状を出現させない或いは最小限にとどめられるような対応を常に心がけていなければならないと思っています。
（その他）
〇　施設より
　　認知症対応型の入所施設及び通所施設の待機者や利用者が市内の方でも減ってきていると聞いています。認知症に特化した施設は利用される方にとっても重要な施設であり、この先、認知症の方が能力を発揮しながら生活していくうえでは欠かせない施設だと考えています。認知症の方が減っているわけではないと思いますが、全国の中には待機者を振り分けより利用しやすくされている自治体もあるようです。出雲市もそのような制度を設けることはできないものでしょうか。
⇒　家族の代表より
　　現在は入所していますが、自宅で一緒に生活している時には大変でした。入所の申し込みをしていてもなかなか入所できない中、認知症のデイサービスに通わせていただき、こじんまりとした中での活動や普段できないことをさせていただいて、日中だけとはいえ、家族も安心して過ごせました。本人が色々なことができるうちにこういった施設の利用や入所をされた方が良いと知人に勧めたりしています。家族としても行政になんとか力添えして頂けたらと思います。
⇒　市職員より
　　こういった認知症の施設があることを知らない方もいます。周知という面でまだまだというところもあります。市も含め、まずは周知して色々な方に知ってもらうということが必要かと思います。
⇒　施設より
　　行政と事業所が情報を共有しながら上手に連携していき、認知症対応型の施設が生き残れるようにしていく必要があると思います。
〇　地域住民の代表より
　　「ぼけ」と「認知症」の違いは何ですか。
⇒　施設より
　　はっきりしたことは勉強不足で分かりませんが、かつては「ぼけ老人」「痴呆老人」などと呼ばれていたと記憶しています。「ぼけ」は記憶の問題だと思います。現在は認知症と呼ばれるようになり、一般の方にも広く知られるようになったと思います。何もわからなくなってしまうというのが認知症ですが、早期には自身も「何かがおかしい」「なぜ昨日までできたのに」というような思いをされています。何もわからなくなるという不安を抱えながら認知症は進行していきます。本日の午前中にご家族や地域の方々に対して認知症の勉強会を開催し、そこでもお話ししましたが、認知症になり色々なことを忘れたとしても必要なサポートを受けながらできることがたくさんあると思っています。「認知症」＝「何もできない人」ではなく、適切なサポートさえあれば、「なんでもやってみたい」「できることがたくさんある」という方々です。私たちがその役割を担い、ご利用者が生活するうえで自信につながるように努めていかなければならないと実感しています。
○　次回開催予定日　　デイサービスセンター　やまもも　　　9月25日（水）
グループホーム








